
 

2022年 10 月 9日＜聖霊降臨節第 19主日＞ 
神学校日礼拝 

No. 22511(28) 

年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」 

１.礼 拝 順 序 

   司式  役 員 

 奏楽  オ ル ガ ニ ス ト 

 前 奏  

 

招  詞       目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。 

わたしの助けはどこから来るのか。 
わたしの助けはくる 
天地を造られた主のもとから。 

（詩編 121篇 1－2 節） 

○ 讃 美 歌 １編４９９番（１節、２節 次ページ) 

 主 の 祈 り 次ページ 

○ 交 読 文 １３詩４６篇 

〇 信 仰 告 白 使徒信条(次ページ) 

 聖 書 
コリントの信徒への手紙二 ４章７～１８節 

（新約Ｐ．３２９） 
 祈 祷    ウェイン・ジャンセン牧師  
 説 教 ｢宝をもたらす土の器｣ 
 祈 祷 ウェイン・ジャンセン牧師  

〇 讃 美 歌 ２編１９１番（１節、２節）      
 奉 献             お当番 

 讃 美 歌 ２１-６５-２番 

〇 頌 栄 ２１-２９番 

〇 祝 祷 ウェイン・ジャンセン牧師  
 報 告  

 祈 り の 時 牧師が与えられるように、伝道献身者が起こされるように。 

 後 奏  

○次週主日礼拝 １０月１６日(日)１０時半 
聖霊降臨節第２０主日  

「神を畏れ、悪を避けて生きる」 
ヨブ記 2章 1～13節 
             高砂民宜牧師 

司  式：役員   奏楽 オルガニスト 
礼拝当番 お当番 
招  詞:イザヤ書 43章 1節  交読文：32詩 139篇 
讃 美 歌：21-58（1，3） 21-361（1，3）    
○教会学校 9：30～ ＣＳ教師 
〇礼拝前祈祷会 １０:１５礼拝堂前方 
〇礼拝後お掃除 礼拝堂・教育館   

２. 集 会 案 内 

○礼拝前祈祷会 10:15 於：礼拝堂前方 
○礼拝後お掃除 礼拝堂・教育館 
○10月度定例役員会 15:00～於いて:教育館 
※聖書研究・  祈祷会は休会中です。 
  それぞれの場にあってお祈りください。 

聖書 (聖書日課・木曜日)使徒言行録 23：12～35  

今月の

祈り  

 
• 伝道献身者のために。神学校のために。宣教師のため
に 

• 後任牧師が与えられますように 
• 教区祈りのカレンダーより祈る教会： 
立川からしだね伝道所 

• 牧師 道家紀一、平澤基幸 伝道師 長瀬よしこ 
• 創立 2013年・現住陪餐 9・礼拝出席 14・祈祷会 7・
CS-、予算 210万円  

• 【祈りの課題】 
• 教区の皆様に支えられていますことに感謝します。借
入金返済の見通しも立ちました。伝道する教区の励ま
しになれるよう歩み続けます。 



 

【主の祈り】 

天にまします我らの父よ。 

願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。 

御国（みくに）を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用（にちよう）の糧（かて）を 

今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を我らが赦（ゆる）すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試（こころ）みにあわせず、 

悪より救いだしたまえ。 

国と力と栄えとは、 

限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 

アーメン。 

【使徒信条】 

我は天地の造り主ぬし、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我ら

の主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊（せいれい）によりてやど

り、処女（おとめ）マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみ

を受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだり、三

日目に死人のうちよりよみがへり、天に昇のぼり、全能の父なる神の右

に座したまへり、かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審（さ

ば）きたまわん。我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、

罪の赦し（ゆるし）、身体（からだ）のよみがへり、永遠（とこしえ）の

生命（いのち）を信ず。 アーメン。 

【讃美歌 499番】 

１． みたまよ、くだりて むかしのごとく 

くすしきみわざを、あらわしたまえ 

（おりかえし） 

 代々（よよ）にいます みたまの神よ、 

 今にもこの身に、みちさせたまえ。 

 

２． みたまよ、くだりて めぐみの雨に 

かわける心を うるおしたまえ 

 

【讃美歌２編１９１番】 

１． 主のまことはくしきかな、 

まよいなやむこの身を 

とこしなえにかわらざる 

ちちのもとにみちびく。 

（おりかえし） 

 大いなるは主のまことぞ、 

 朝に夕にたえせず、 

 みめぐみもてささえたもう 

 たたえまつらん、わが主を。 

２． はるもあきも なつふゆも 

つきもほしも すべては、 

主のまこととあわれみと 

つきぬ愛をあらわす。 


